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ジ ニ晦 肝 峨 轍 鼬 椴 脚 蒲 柔の鰓 級
;t
e、齟.敏 で 表 さ オむる・
シ ー.域 ・↑ ・K.v+})照+1γ・
s」1鹽v,及 び'Kは 央 々撮 勤,廻 韓 め駄 干鞍 で あ る・Yu






..こ.め=原 子分子の鰐テ.ンシヤルェ ネ彫ギー函敷 とし
ヒ.∵.て 一般畔 耐 嘔 黛湖 ひ狆 てゐる・.ヤ・Vム 竃≒1}〔1-e:p(一xJ〕9■」,βξ ξ胃(t-rll}ノre
び
'㍉
・ β1は,":ラメ ー タ ー で β一 ω縄 臨D)曇
茎靆 難鯉∵
Ptirk6じtt.は癖動法.を川ひて廻韓ヱネルギーを計算
靠.し た,近蜘 に獄 輩 囎 る・
㌢ 幽 〔(轟)肴一轟 い 一響.・・
i,然 しめ 式に於ても分子廻轉 と鬼子スピン及びそ
藁 誰 蹴蹴 轡 騨 』らそ糊 す
麟'.'D、 。h。朝 、=距 子 分 子 のntt.。 一h-tw .4.
錘・礫 驫 論 纛 ・





















物 理 化 学 の進 歩Vol.15nNo..4(1941):・1.一.`
,嘱
碧者 は.上の係 敏 鴨91tiを川 ひ て 二厘 子 分子 潔 テ
ン 紳 ル ヰ 彫ギ.「}こ對 して 卞 の姻 犬 を得 た・
.v-D〔(1-e一零)%}exk-OX(1+Lx)〕..
廊 ・・ 一 ・触 瀞 〔r-r聖r"〕・




署 者 ほ 上 くあ る.分子ll'fi.に就 て1,.Cの値 を計 算 .し.
へ 　
て表 示Lた.こ の計 算 忙 は 解 離 エ ネkギe.Dを 正 確
に知 る必要 が あ る・
.,
.丶.
.賦 は 凡 で の場 創 綿 常 に よ く令 ふ が ℃1・の 措 奔
に 更 に よ く合 は す の に'賦 が,ljひる二 と.声出來 る・ 、
V=D〔〔1-ex'P(一x}F十6xK!十;)十.6kP.
(←(B-1))x)〕
こ の函 段 は 上 の爾數 よ り或 る分子 に蕊 て は 更に 嘩 、
融 褓.を 表 す が通 常 前 め心 寵 分雫 あふ
署 者 は 下 の 分子 に就 て他eりtt-ee.±り欝.ら.電しる.U〈・t>..
曲線 と比較 して この 歯 設の 優 秀 さ を實 澄 し.た.即 ち
11,1・」7・eaSn・・lty】1・・a・S.の六 ・・ヲ.メ..一.ター鰍 ..'
及び 特 た 趨 合 きせ た.P齢cM・Te/llerの函.陵.を除 けば.・
一 番 よ く寅 際 債に 合 ふ,
(川h一 番 正 卿.Ry凸e「9.呻 綜 か・ら鍛 麹,
』倚 は本 佃線 で は0 .鉤kcall;過.ぎぬ が 越 ゴree曲繚 で 、
はISVに 逾 す る.
コ
以 トーN=,i12,メ.タ.ル'、尹 イ ド,ハ ロゲン 化7長素 卩
ハ 冒.ゲン,ア ル キル,M化 梅 及び{》【1,・c1及びNt.
に競 て本 函 数 を計 算 して そ の曲隷 が 買溜 儀 に よ く命"
.ふこ.とぷ 判 つ た. ●」
本函蜘 垰 の常數が5簡であ1るので スド外 ル.の.
紬果から比較的容易に足め得る.點が健利であるが核.






































































































































苺」 巉一つの分朔 韃.塒 覗 の・
. .CFsc=(,lvcα3CHF.CL










九 冒:ゲン化 出タ ンの 瓣 揮律




















































:豪に耳.る真11く.テ呱附 上現 オし.る・酒H匹…振 動 の欺 は 負〔際 齪.
.孵夢 醜 暾 ・.皖麟 嗣瀬 しrte;ぬ・そ








'低 周澱 の變角鰰 ρ騨 のスペク.ト物{照 で
あるにかLは ら寸も 高周渡あ庫子僧振動のu崑6timx.
ペクトルが幡廣 く.朦朧 として.ゐるのは原子債振匡勍⇒{





42・沃 棄 及び 臭 崇 原子 め 胃 結合 に 就 いて .
0.K.Ri。e,ノ.Cf・・,'・・…;囑,.9,25B-6'i・iて1鋤多
RalAnnw"iteh及wl浦は 級 々の不 活 性 其期 ㊧存
在 に於 け る沃 素 及 び 臭 素 庫子 の 再 織 合に 鬨 して 多.く
の研 究 を行 ひ,こ の 際 の第 三 鞠 質 の效 果 を言卜寡 した・.
Rahinosvltchは簡 軍 な街 突 誤 よ り,又Wigneτは 鋒
動 力學 的 計算 よ りそ の績 果 の説 明 を試 み だ.が,爾 者 一
共 充 分 で な く屍 苡 衝突 凌》考 察 に 細 ナ る懸 で ..温雑 を導 ・
びい てゐ るの で,茲で 雌 の鮎 よ り解i聴 試 みた ・即
ち
21+X=1,+X(9B・+X二ll.・2+X}、
の反 感 の){C衡但 敷 が解 つ てゐ るか ら,Rtabinowitch及
Woottの9`lbliEptta'mas定鰐 腱 反慮 のrgPtPt
田 さオしる・ こILより1.ert)分子 と不 活榛 瓦 斯 分 子
.
②オ∫效 街 突 斷 面1責.を求 め.た・
今1{B})の濃 度 を.f㍉.1三(Rr!)の濃 鹿 を 〔:1..とすれ'
ば,4二衡恒 数K。 盟elC匸は/.
RTlnKc=一 .(頑E十RT)十T」so(1)
で 表`詫さオしる・ 茲'二 ∠EIま絡 鐸ホi盈慶T8こ 於1,る解.
薩 ヱ ネル ギ ー,dSOt2S;o-Sho(2S塵trO-SB【o)で.
あ.る.勧 合 反 應 の 漣 峰 を.k紡.觧離 反 慮 の迹 慶 を.k4.
とす れ ば.'
Kc自kalkp②.・
なれ ば,〈1》 ③ 爾式 胡t
kd=k良c∴"tRe一聊 』E'tV「(3)
=Ac一い9+Fa:'R「(4)
にて表 は され る.】隔 は 結 合 反 應 の活 性 化 呂 ネ丿レギ 門
にて,Aは 納 合 反 應 り有敷 衝 突 激 と.な.るか.ら誓通 あ



































σ=有 效 衝 突斷 而 積
恥Avogadro数
M.=分子.rk
であ る.・ しか し な が ら'σ の意 義 を 衙 突盟 の電 子
雲 の眞 の 演 が りと考 へ るな.ら(5》式 は 少 し く變 へ る
必 要 が あ る・ な ん とな れ ばガ 第 豆 盟 との街 突 に..より
へ
分解 ナ る1!(Brt)分子 は魯 麺 の 分子 に 比 べ次 の點 に
て異 な.ると考へ られ る.節 宀 は そ の電 子 歌 態 に 關 す
る もの で,かLる 歌 琿 の ～麟 ㌃子 頂 償 が5E考 へ られ
6.から右效 衝案 數 を5倍 に.する・ 稔 つ て(5)式の オr
邊 に5を 秉 ずべ きで あ る.第 二 は擬 動 コ」率 ルギ ー 歌
犀 の密 度 に 闘 す る もめで,二 れ が葺 通 の分 子 よ り大
と考 へ ら.れζ・この 正 確 な 倍数 は決 定 出來 な い が,ポ
デ ンシ 苧ル1田穆 よ0室 評旦「こ於 け る臆 書喚限(kT)以




扨 て,(3>(4)爾式 よ リ ム を求 め 更 に(6)式に よ
り.σ即 ち12(Bり と種 々.の不 活性 瓦斯 とのイ∫效 衝 突
師 両積 奪求 め た るに 衣 爽 の 如 くで あ る・坦 し 職 は









この織 架 を見 るに,不 活 性 ガ スが 一 原 子 分 子 乂1.よ
.簡軍 な
分 子 であbnに は,晋 面 の動 力學 よ り期 待
さオLる値 に 一致 す る.し かL〔 ㌔1{6の如 き場 合 は 大
.き遒 ぎafiAであ る・ この 原 閃 とLて
qil晃+1.,_(至If6・r.じ
の 如 く複 会 物 を作 る爲 φ に.て,
wｫn・1,一・c6耳ボ1+1
漉 度 敵 段職 して 諭 医 酵 ・JCI'fill,、以 外 で
もか.gym合 物 を作 .bか脚 れ 跡 例 へ ば 稀瓦 斯 で
.ivnn・herW㎜時 力に よ.噸趨 るべ きで あ るが,之
鞄 は 不 安 卑 であ る逡ぺ て ゐ る・(水 渡)
4J.酸 素 水 紊 反膳











酸 素水 素螻 匿 上限 界睡 ⇒㍉.水燕 氣kfRで 著 し く慨




一 般 に .h.眼界nt.ド於 て は,Oiとiら 及 び之,二tS加
した不 活 惟 氣 彊Xと の 斑 に次 の構 な翻 係 メ あ 弓事
が 知 ら 君して 屠 る・
レk;=k1臨3〔iI2〕十kり 〔o髦〕十kx〔x〕
之 と.比較 して考 へ る と,上 の 貰 に 示 さオレ.た織 果は,
ll20蒸氣 ぷ,不 活 性 氣 腫Xと して作 川 して 贋 るも.
の に 遡 ぎ ない と考 へ られ る・ そ して 二の反 曜 の機 構







壓 力の 高 い所 炉 ら上眼 罪鱶 まで 壓 力 を低下 して 來.
乙 ξ ヒ限 舞 の 附近 で,小 さな 謹:激原麾 の 襟 な もの が
現 れ ζす ぐ淌 え る事 が あ る・ このn¥tlS來た水 蒸 氣 は
恐 ら く.ヒ隈 麹 醺 を仮 下 す 乙事 で あ ら;う・、上阻 界鯉聾 「.















搬 な もので あ る ・rttw器 は 直箆7激 開1で表 面に 充
5i'KCI.が喰 つて あ る・ こ柯 級 理 聞 にAつ て継
.して.も再 現 出來 た もので あ る・ 尤 も..叢に反顧 逕 匪 と
云 ρ て 縣 小黜 の左 側 ρ 紛 で`綴 初 の激 で あ る・
この 哮 に は反 感 は す ぐ減 衰 す.るので あ る.,V,S400～
570。CにEつ て.・上剛 膿 を求 め て見 たが 砲 良り他
の舗 果 よ り相 需 高.い値 を示 し.疫,
01denberg環びSommers亡■.Cke〃'Ph》・s.,8,468
.(1940)










































































































上限軈 が鍋 鞭 勲.し て居御 ξ・そ橄 水蒸氣
Olll來方が少 くなつた毬であら.う・&hも つと詳緬
な實畭め後にOld・悔 鱒 の箕踟 こ凱 て,窟戝
.提1賜すづ筈になつて居る.#1であ.る・(後 藤)
'44
・ 酸 聚 と 水 素 と.の熱 反 鷹
Ilr温 度 係 敬
OgOldenherg.JkII.S.Sζ,m旧怎撃汁ノ」(訪,〃,.Phw.,
9身432-38(監941),





蓮度で反繊の遙行ナる細 畷 察.されで居る・ そして
その遮度は,審器 を大 きくLたり,不 活性氣懺を加
.へ たりナ6脚 て促蓮されると云ふ事鼬 ・ら,珥 ・・
sLelwood..等は,ζの反慮は遑鎮釣に懸行する氣稲反
座である.と推論.して居るのであ.るが,そ の湘 飯 廬
が果 してa技的か非分枝的かと云ふ廓は まだ確定さ
れては{arcい・1.ewi+や..・nnF.lbe等はSem nofl





・で数 熱 砂 ら,殲醸 嫐 と÷ ・・ま齦
駆係を苹ナ筈であ蚤が1著 し反鹿が分枝的蓮績反癒
である.なyit7d然こめ關係は威立せぬ筈である。 そ
・=婦轡 は遼 淋 甎 慮灘 の醸:俸欺を顕
ヒて 上 りi疏綴 朋 係 の有 無 を融 め て見 た ので あ る.
反塵 容 器 は 石 英域 は 鳶 暾 製5c8nX12・mの圓 儲
を義駐準 型 乏 した..・
壓 力變 化 は 水銀 壓 力'afY`IT(接測 定 さ.れてffia.
《.石 英 反 麟}の 揚 合,lli・shelve。。d.及びn・。m・
'p son.〔Pm<.Roy.Sat.,丿LU8,1β0(19'.5).〕等 も石





















なかつた純 報卑 て居る⇒㍉ 著者等は光化學AgRF':










































































・翩 破 獅 輙 鯔 ・就・鵬 灘 の徽 ・'r









る・{塑ち長時聞の表靦 黜1反 慮越度に影勧 秘 る
が短時間の織綬貲驗には その影響に除:りないと韓み、
.zlt1:Qる.こ.のm線の朔斜から,活性化エネ"ギー
Eと して 慣31000～179,00〔kvl/moleと云ふ伍が得 ら
れた.
R.Py・CX..反麟 の揚合・ と鱒rζ1坂麟 嚥 、
幡 ・影鰍 遘,・小… 職 度・對教・÷
ξの・1・繍 撫 明瞭,・解 め ・摘(S=・5・;・ 一e一.00cnlf
m・1・)・.表面積 對 容 概 ρ 端 を櫓 す賃1こ1》ewar.瓶の形






























































rkに5リ ウム をSPcm加 へ て見 たが,上Sの 結 果.
に封 して殆 ど影 響 は勘 ら制 なか っ た・ 乂Kα を.
表 面 に塗 う お描 合icも矢 張 」;の資 綴 賜 俸 は冨 め らit,
E'量描,㎜ ・・V祠 ・.を*し た.こ れ はP齟re〔 ノ:
融 卿 ・ノ 躰 ・箪19白(19…蛤)・)の桔 果 に=・rkナ6
　 ほ　
もめで あ るが ・ この暢 合 に1‡獅ip一の歌 態 が 一 定 しな
コい・i・tt/:'.Kα曜 勦{嘩Lた り・乂それ紛 脚
れ でCjtrス な どの 坐城 きれ るT・ISU惟が あ るか ら,
:條停が 麟 に な つ て來 る・
嬰 ナ るに 高 濫度 に於 け る.酸素 水 素 反 感 り 逕度 は
A匸rllenitig.のコltl'こ従 ひ,一 室二の「舌i階…イヒエ ネ ルギ ー.を.
示 ナ か ら,こ オしは 分枝 的 巡 錻 反 甅 で は な くて,恐 ら.
《非 分 枝 釣 迚 鎮 反磁 で あ.ると考 へ られ る・ そ して 表 .
面 の作 川.どして は,漣 錻 の 破棲 とぬ・緞 績 に興 る ので
は な.ζて,虫 として蓮 鎮 狸 ヒに 與 る もので あ ら う と
云 つ て 居 る・(後 職
.
45.談 化 水 素馘 化 り動 力易
x.A・Pip及it・N.Ycxse,ノ1.am.伽脚..So:.,
65,91?一5(19411)・
淡 化 水 素 を内燃 機勵 破 肘 る際 ノ ツ ヤ ン グ を起
す 傾 向は ・ 燃 料 と塞 氣 と町 混 舎 物 が罎 獲 の起 し易 さ
に 廟 係 して ゐ る.T・w・ ・nd等 に よ りて研 究 され た



















鏡'や 儲 盛 　
トξ 町 綿嚇 色を瞰 した.揃.・.・.抄・・一藤 の混.
冖 合nyaの贐 壊を第一Ptに示す・.Aは冷鰤 の下限
".・.界で.誌以下では齦 離 の赫 勘,こ れ以.腔
曽,詮噸 輝勉 生ずる・
・∵B:.は ,「;・mnyで・cと ぎ1蝿 褒.1・MrkP・とEは





















物 理 化 学 の進 歩Wo1.,15mNo.
tai
.かL'6ft繊をn一 ヘ プ ヌ ン,チ ク 』 へ .キサly,イ ソオ.
ク タy:ト9メ チ ル プ タ ン,一 キe .種 ル エ タY・ プ.
ロ ノ{シ量 チ ク 啅 プ ロ「'ごシ,ペ ン ゼ ン 崢 に 就 い て 賀 験
`
しや ・
之 等 のVス あ壓 縮 比.は.1=鼇ρ績 に大 で あ.る.が,冷
輝 招 遊起 す 温度 及 び壓 も叉此 の順 に高.く,.イソ才 ク
タツ はn・ ヘプ タ ン よ.り.も高 温 及び 壓 で 冷 輝 婿 を生
じ,乂 《tンゼ ン董まr金輝 角町を塗rく」三.じな いφ 爆 發.も.n一
ヘ プ タ.ンは300ρ以 一ドで 起 るが ペ ンゼ.ンで は500以上
で な け.オLば趨 らない.一
xe徐ltas・pil;nlPt脚こ就 い てltttナるに,上 記
へ
の 順 に羅(.なる・n・へ.ブタ ンと{ソ 才 グタ.ンとを比1
較 す る.:に,250～370。Cで前三費は すで に 爆 戮 を起 ナ に,
.後者 は獪 緩 徐 反 應 を行 ひ,珍5。Cで は118乃至1/3後
者 が羆 い 反 感 を示 す.乂 イ ソオ ク.タ.ンで は3～46分
り誘 導 期 岡 が 在 る。 かLる イ ソ才 ク ンの爆 湲 を起 し
難 い 黙 が ノ ン ノツ キ ング ク～燃 料 として 優 秀 性 を示 ナ
ー つ の特 性 と考 へ ら オしる.'(八 木)
48.PC卜7ル デ;.,トの 冷輝 焔 の誘 導 期 間







ア セ トア ル デ ハ イ ドの酸 化 の擬 構に 就 い.て,IGdem
steinは過 酸 化 侮 生咸 の速 度1島 アtト ア.ルデ ハ イ ド
の飃 の .白秉 に比 例 し 酸 素 に よつ て抑 験1・,モ の
舳 二逖 比 例 ナ る蓮度 式 を出 し,.Pevx等は酸 索壓 に..
無 闘 係 に,ア 丿レデ ハ イ ドのみ}こ關櫛 ナ る.遮度 式 をw
して ゐ る・ 著 者 は酸 素壓 の影 礬 は,アt.bア.ルデ ハ
イ.ドの 冷 輝焔 生成 の誘 導 期 間 の 長 さよ り 見 られ う こ
とに#1.1した・mち ・酸 化 反廠 の 出援 の 蓮 か な#!;.中
間盟 た る ア セ チ ル ハ イ ドロ 語 一オ キサ イ.ドが 阻 界濃,
度 に迄 箒 輟 さftiるの が遮 く,從 って 請 導 期間 も乂短
く.なる とLた.
箕 瞼 の縞 果誘 導1411N]はア 彫デ ・・イ ドの 多 い程 短 く.
.なη,叉 戯 素 壓 の大 な.る稚短.く.卩.つ或.る壓 以 上で は
一 廻 ρ講 期 冏 に邇 ナ .るこ とを 見 た.蹉 寡 躙(r ,)
は次 式 で示 し掘 う ・
,岩A_k・ 〔q〕2+k・
、
























































































.酸化 槻 欟:ま冷 輝 焔 の誘 剃 醐 と 兀 斯混 儲 城 の關 係
を.滿足 に衷 は しg.乂ア.セトアル デ ハ イ ドの 酸化 に於
いrζは,ア セ チ.rルハ イ ドロオ キサ イ ド(Cほ3COO一
.OII)ヵ何 歳 の玳 蓄 積 ナ る亊賞.を窟 味 ナ る もの と考 へ
られ,る..(八 オこ)
.47.Deatero-biacetylの存 左 に於 け る
」7セ
.卜冫の 光 化 學 的 分 胴
D.鑑Ilerynt.S.Malhcwn及W.D.Walヒer5、
∫4吼C/.em.5毳.,65,M6-8(醐1).
從 楽 の研 究 精 果 よ りの近 葉 外 に於 け.る600C以下

























































錦 ゆ反 應 ρ量 子4載 串 は非 常 に小 さい ・ それ.は(r).
.乂は(7)に 依 て ア セ トン.が再 生 す る と云 ふq4によ つ
て設 粗 され 蚤オ㍉.そ 伽1,の何flの反 感 に よ る ものセ
あ るかを 決 定す る.ため に,軍 一biaCO霊ylを混 合 して ア
セ ト.シ.め光 秀解 を行 ひ,そ の 生成 物 た る 薯チ レ 判1
9庫 水 素 金 郁t及 び 墨 チ レ ンとL(1と の 生戯tの 副
係.を分 析 した・,
35ｰ.一titｰC.於て生 成 せL=タ ンIlgには 重水metfl
.灘 デ ・..乂s$vt一 酸 化 糠 あ 比1蒙bi囮 ン1衄
・ 無 に無 蹣 係 であ う・ アtト ンの み の場 合, .エタンの
.aft-Fi@イヒ炭素 よ.りも大rあ るカbら.,メ;部労・のYタ
ンは(韃 板 脈 轄 る 酵 へJIVる ・!1宣acetylを
添 加 した場 合,!(7)なる反 磨 が 署Lけ れ ば,之 に よ.つ
て 呂 タ ン.の隼成 量 が滅 少 ナ る箒で あa・・又孟 。biac偉星ア1.
を添 加 す れ ぱ(z)に よ り生 じt】嘘ア 雫 チwasか ら】改

























を裏 切 る もので あ る:から・(7)な、る.反座 に よづ で ・ア
tFン粉 解衂 子生騨 の小守・蟶
..説購 確
i3HI來な い・ 趨 ・bincetylを添 加 した壗 合 もそ.の量子
・..『`「
蛾 戦 鰰ia醐 嘩 飢 瞭 であつた・'%
次に8臥99.cにび セ ト・の砌 粉 解に一〃 ・ 二,「
ン・『酸化懸 吐 飆U'Ttトと黻 の最子蛾.ご
崋1ま」弊「;1に近 》、4;オ塾ら(2}が起 る力邑,.(6)よ㌧り も(5冫 ・
が 起 賜 い馳 示L,之 に 垂b疲 卵1を 加へ 蝿 合,、 三
そ の エ タ ンoflの煎 水素 含 有 最 よ..リメチ ルJ.6と皿 」biラ9
acetylボ反 駆 ナ る と.考へ る事 が 可能 で あa.hiamtjl
の存 在L.ない 場 合 に も(7)が趨 る と假 定Lて メチ ル
甚 の濃 度 を求 め,震 よ り(5)の活 性 化 熱 を計 算 ナ る
と5.6kc"1とな る.一 方93ｰcに於 け る賞 驤 納 果 か.
らD(7)に ょ る メチ ル基 と.1Ij-Liacelyl.との反 廱 の 活
飃 は騎 離 で觀 く起っても.,糖では問題に
な らな.くな る事 が9可.蚤・ 又 メチ ル 薦 と重 高b輸c己.巳yLと




も考 へ られ る が,此 の 活性 化 熱 も岡 樣 に13kα醜1位
セ あ つ て.,営温で は 煎 要で な い懐 に、嘩は#Lる・
從 て営 温 に於 七最 子 生成 串 の小 さ哩`1‡.㈹1[b、
反 塵 に よ るア セ トンの 再 生 の ため で あ ら うと思 は.れ
るが,此.の 事 は1航coけ1存 花 に於 け るPb・tc`m・
teeny且の光 分解 の 結 果 と'も一 致 し,本 實 驗 に於 て常
沮 の場 合 に エ タ ン生成 物ll`に斌 水 業 の存 在Lな い4ら.
乂bincetylのみ の 光 分 解 に於 て 一酸 化 炭 素 の 吊 タ.ン
に對 す る比 が2を 超 毒 る瑠 け ・くて 此 φ紬 論 に「 章
ナ る・.(艮 谷 期)
98..熊極 性 溶 媒 の稀 薄 溶 液 申 に於 け る.
力角 ボ キ.シル酸 の電 氣 分極
L炭 化 水畢 溶 媒 に於Uる カルボ モ シル酸 .
の倉 兮 に對 す る電氣 分 極 の周 係.
li.A.1'nhl,ilf.F..1[uhhs$P.Df.Gross,
J.劭8毋・Plpf・・9,308-19(tai)・』
炭化 ホ素 濘 媒 中の カ ルμ 干電 ル融 は 多 くの分 子 が
.飴 し そ の膕 を瀞 媒 輙 園 んで ゐ ろ 如 舳 ので..
あ0.が・'非肘に 稀 薄 な ろ薄 脚i,でf37Ytど1`ll翼1ゆ.t`








































三.咽i・ 嶼,安 息香臨h豊 ア・i・ddのペンゼ・及び
ヘプタン溶液を潟質の分子率が{LO恥1{广3ん2・1〔广9
なる濃度のaのつい七..'o。Crこてそめ竃媒常敷 を測
G'宛 し,.や 黻 岼 齣 分子聯 ろ.を勅 ・_
、..P..瞬 質の分子串 ゐ が榊`調 て減φす.るが,.
歯 麟薄な己場倉には趣性め大なる單分子が多いためで
あat.Li坤'る・軍分子.と二煎分子(D・nblem・le・
1:∫飆 課 鴛 識r　 分r
・.κ 〔Y.一P'」2y・2廴=2A3
.(ノ}ど一P.)(p..一丿『ρ'2)八 一 乃42L`
'・ ・ 辮 が あ ・・ 一 方h.F'..:Fn'.ki1囎・ ・求 明
1一 る4`髄田卒6 ・之等の實驗値まり上式により求めた
.r.譲 鸛
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1しる・ 喋 シ.彦:γ8ξ於 け るZF衡匝数 ・4'.はべ プ タY'















































べ 冫ゼ 冫申 の 重 離 及 び3擢 のF・安息 香 酸




前 報 体 誌15,抄 録48惘,16))t;於て 酸 の 曲 丗
は 罪しに モの 構 造 だ け か ら期 毎 され るよ り.む大な る分
擁 をイitb'事を見 た,此 の,郵{因.をknるた め に孟 醗 陵
及 びago)Fluo了`.1.enznicaロi`重に蕊 て歯.と.向瞭 め 測









































.S'.㌧1.: .「 「 ∴ ・.・ 、.a'』'『'
『w.t.・ ・.・ 鹽、
'印 是‡ヘプ.タン瀞 液 ・ 位 は ベ ンゼ ン瀞 液 ・
韓 李 脂恒 教 が 小 さず ぎ るの で 近 傑 嫉 を示 ナ.
S,nは 卑 分子 及 び 二璽 分子 に對 ナ る値 な る1/4を示
ナ ・ 薮 珊 は電 子 分 雑,P(.匸+のは 厘 子5}PB及び 配 位
分 極(Orienlalionpolarization)の和,μ.は双 雑 子能
.串
でffiaド1
單 分 子.に鵑 す る値 は.1阜恥以・chlomce曇i亀寧c "を除 い
て 蓉 断 室で あ る鶸 之等 の懶 は 加 ボ.キレ蝶
に よる とナ としば 鹿 驪{つ ζ.・・"醐 ・・}..も臨 ・㏄1・1・rv
岬i・ 醐 ・1を除 い た他.のものは 誓 赫 へ.られ る よ7.












































表lll吾acidのPn(Aiのは 駒報 の安 息 香 酸 と同 露
度 であ る・ 此 の事 よ り,.timerに於 け る.C・F結合 の
.能串が 逆 甼 行 に な つ てhiり,Xdime・.φ構 適さ 對 髀
的 な もので あ る導 が 納 論 さ#tiる..
a・ncid,ur-ncidのdimcr{21
FF




の 如 きnの 型 の等 垣 混 合 鞠 で あn;F.は .ヵル.ギキ シ
嘩 酖 な.b.瞬頒 峭 恥 魏 のマある鰐 へ.
る・1`がi屬嘩 るr.此の・瞳(三ヰ 諏舎の僻.をM61}
としてそ⑳ 君∂.に針ナる寄奥を除くと,之等¢》融⑳
.麟吻 瞬 汀 黼 報の飆 唹 けるもφと.大忸
.等し`な .aに .よつ て諱 ワ1き.葬ゐ・.
1此の 外 ア'1(Atのが分 子 ρ 」カ.ル潔 キ 契 臓 讐り





























































































÷ 定 φ項.と.の和.と...し.て詭 明 し.た.り.ド濃 度 の櫓 加 と兆
に.P:.が急 激 に減 少 す るの1‡,以 趣 子 の 竹り11によa'
.薙囀 ゆ瞭 害 に よ る1もので あ る.と云 志」靭 ・ら説 肌 た
n,;夂はdimes分 子 の一 部 彡}夛こ,そ のHydm鰰.
h)ndO切{Lた.もの があbと 諌ふ 事 に よつ て 鼬 団 しa
うとナaut能性 があ るが 匣之 等 はナ ペ て 困 難 に遭 遇.
す亜7.・.
嗣 油 越のtlimcrの分子雅 の示ナ槻 賑 は
kの 原 子 分 捶 に よLも の.と考 へ らオレる.之 等 の酸 に
章て峰 細 定されてゐな・・が・ 他の化働 蹴 て'
も.同襟な例がある事より上ゆ誰明は可鴿である・
.齠 酸 と幅醗酸 とには・殆 ど孝…異は 誕し節4・riない・
又 ρ・nri¢.の卒 衡 恒薮 はAi一.,押cidaりも柑需 大 で
.
.あ.る.が,之は,_が 接 近 して ゐ るため1.二1[ydrn6ren
b・n壼磁 鮟 定 と.なるた めで あJう1(長 谷 川).
50.:職 贈 度 の 高 い娼台 の 迥 電壓 の 研 究
II.溶 媒 め影 響
A..liickling.及F.W.・S・!・・7inn+.F.m+d.Src・・
37,224-31(!94】).
脚1力 融 磯 怺 翹 壌 醸 に於 て は,舜 イ
オヅ ρ水 和x*wギ ウ が 竄要 な 因子 の一 つ と考 へ ら
オしiゐ る.更 に最 近Eyring等(ノ≧ご〃〃'・ノ'kw.L,7,
ion(且939)=.本踏14;59)は維 封 反 塵 速 度 箇 を過 電
壓 理 論 に懣 州.しT,そ の結 論 と して 邁 電飜 の縦 肉 を
7vト マ 尹{瀞液 柵 の溶 媒 分子 よ りin4JFli面に於 け る.
溶 媒 分子 べ 移 行 ナ るyeaあ る と..し,從つ て ア ル コ
ホル 分 子 詣bの プ ロ トン.移行 は 水 の揚 合 よ.り.活性 化
=ネ ル.ギー が小 さ.いか ら墅.アル.コボル媒 質 では 水 溶
液 上.り過 電 匪 が低 いだ ら うと逑 ぺ た ・ しか し従 來 水
崇 イオ ンぷ酵 蝶 和 され な い搬 な 媒 賓 内 で の賀 驗 が 少
な い..そ.れは 水 以 外 の瀞 媒 中で の實 驗 は そ の溶 抜 の
琢抗 ρ大 な る毘 及 び 適富 な些 鮫 電 榧 が な い 麟 の 理
.内に ょ1翌囚 難で あ る に よ
.a.多 少 の 研 究 は あ るが,
ぞ握.喚 魏 畷 に寧 縞 蠍:丿IIを則1け・と
は 斑 卒 な い ・
.扨,嘗 で1虔釦醇一 報 〔Turns.・Funid蕊6㌔,38,isAr
(監吻)購 酵 方脚 ほ 噂 々の濬劇 ・(el6ykne
91yoO!弖.ethylalmhnl,cycloheYSnol及水)に 於 て 水 索
..遍電壓 を測 定 した 。川 ひ た.電趣 畳欲.;Hg,W,Pl・P1,S画,
.Pbl:'C,電獺.と
.してn-HC7繊 ぴ,驟 糠
.io一『∫10一,10-i.及1.『ri重plg毎9.で行 つ たら そ.の糟 果.




(i)い鄭 の胎 け ル.吋嚇 媒・1吻過騨 な
水中のそれより小でない・
(2)η・b即團凶 ヒて曲練の形及び傾斜は水存液の
丿懸合 と本質駒に.巽らない一 帥ちTa「ヒ豊胴保式 .=_
+blo9夏が成立ナる・
(3》過電壓の ナルコボルm媒中での射加(水rl・に..






iis 十 〇.07 十 〇.oa }0.75vnll
'W 十 〇.21 十 〇."..1 十 〇.32
P寉・P【 十 〇.魁 十 〇.oo
1十 〇
.os
PV 十 〇.星7 一 一
Sn 十 〇.Oi 一 一
.
要 す るに ア ル コホ,k溶媒 中 に於 け る 怨 電 壓 は水 藩
液 の塲 合 とGkoS@らな い ・LかL傅 導 匪 測 定 よ9Q
れ ばglyenl中の 水 素 イオ ンg濘 媒 和 の歌 態11水中.り
そ れ と大 い に 異 る様 に思 はれ る・ 即 ち91yool』巾 の
游 媒 和 は 弱 く,水 をガkる と.水素 イ才 ンの水 和に よ
り簿導 度 の 減 少 が あ る,上 の 爾者 ¢事 箕 よPし て 水
素 イ才 ンの 堺 媒 和 ボ遒 電 壓 を 決 定 す る第一;肉子 と云
ふ{爵ま出來 ない ・ 脚 ち この 結果 はb:yring麗に支 拵.
を奥へ ない.し .かし・ア ルコ ホ ル中 にて過 電 膿 の櫓 加
又 は レ項 の 粉 加 の あ.るdat間接 的 な影 響 を.示す,ζ
れ は瀞 媒 の 性 質,例 へ ば 表 面張 力cgの差}こよ る もの
.であ ら う.:(水 渡).












































































ン 茸初の三つの頂を とヴ 「他は省略LT..今κめ蔽大
値.を考へt,最 大鮎に於ては
、.畿 熱 一(9XI2T=)。≦・・〔珎 ≒α





ゆ 一雑 一一易(,.,十プ十r 一)a=T+aar`(t)
..茲 に ・旗 埖唯 荷 電,DISIR劑 のm・ 伽 ・c・pi・な
1
透電恒數,、广十 及び 〆一 はイオンを適當な球 と考ヘ
ビ.七 共め牛徑であO.Fは 或 る畷(畧o;oo4黝 で
1'.4邱 劇 ・醜 氣的姻 子で温劇 吐 つて餘 囑 独
いも.めであ.る・
ジ..今8T一 一・s.・とし・ ㈱(rf
㍗.・i>一).幽勵 醐 ・×侃 ・採…凱
,鹽ご.dCp{;..
.4ン 午 .≒0・]"4TAa}r:..(T-2鰭){5)
毳∵.論 毳;1嚢毛望'式嘩 乏甥 附近のθの値
謹 ・祓 一購 一一器 跡+黷7」 のs〔・}
iξ'iを 得 ・a8=300E#:S・ ・
;,.'.[n.ね ・砺 置 一Lo3x1卵(T一 の2 ,
・..+3.7.Y,1(ヒ7( .T-Op・(7)
.暮.. .とな る.Iiivned.及びEmb祀eは 箕 驗 式 と して
L.]n..や1・.箱r一 〆(7一・}・.(8).
蒙.「 を.得zゐ.る1.:彼等 は.凡てめ酸 に對 してp=.1.15×1(r+
'
,.r・.し て.よ.:ξ.雷振 .る毒 を捜 そ ゐ る.(7)式は 署者 等 が理,









.厭 處理して鰹 ば 典o劉f
・舶+o-rti:唹て1ま
dS=一35.30
な:る事 を指 挽 して ゐ る,.・
.興他 酸 の解 離 の#2i:;於F}c機酵 を量 子 ヵ學 的 に
.1





















52。 タ冫 グ ステ 冫に よる酸 イ七マ ゲ羊 シ.うムめ;'









は左邊の..もの よりも.小でなけ濠Lぽ.:な.らぬ 此 の中.
MgO,W・:Mgに律察り結果‡リ.計算しlWO2に對
してi3¥VO.+211.,;_W+211ρなる'隅畷 よ.り,

























































































('、;耶衡臨 舮M9の 蒸氣鵬 」t't;1=に計算せ
るr1由土ネルギー痩化)に よつて計算ナる事が田來
る.
口の如 き聾匿を用ひ,W緩 條i二にMgOを 塗 り,
之を員塰中に一定is度ltて熱 した後,器 堕に凝縮し
たMg,こ 水叢氣を作那せ しめて生ぜる水案 を窪量　
Lg生 成 したMgの 蝕 を定 め た.陳 子 の質lknlt壓
力.'の 氣 醗 が σ.なδ面 面 積 の細 孔 を通 つ て 眞 空 中









53..ラ ゥ.り冫酸 曹 遙 溶 浪 の 喪 面 張 力
r,」`:.NuItiロ9及17幽A←1勘n鍔,
.ノ1.吻,碗 勿 ・羸 ・・,.83,sq-s(intp・
録
マ








































・ 又聞嘩 膜ρ中で搾 に形の不揃な付 ン蕨 完な
る配向を,する璃に時闘を翼ナるのは,需 蝌のことL
恩はれる..ラ.ウ.リン戯驪やノ昌ル酸盛の衷面藪力が
　 ロ 　 ココ ロ レサ
1・町 訟 ρて都 健 つ鰥 碑 畑 ・ある・P1【オ・
.慨い間は表颪皮膜がイオン化しない 分子歌の脂肪酸.
,を 含んてi.ゐる;$pHを榊ナと刪胃肋酸 イオ.ンの割合が































w.t11に於 け る ラ ウ



















解 る・ｰq12wl33.七ル を生成.しな い低 濃度 .の爵 液 に
就 て,p旺 の減 少 と丿tに貰 面 搬 力が事 衡 俵 に到 建 ナ
る時 間 が灣 しく漣 少.し,pll.7.7に於 ては 不變 で あ る
.こと を表 は して ゐ る・ 此 の紹 果 はg脂 肪酸 分子 の聚
合 が イ 才 ンの聚 合 よ.Uも密 であ り・ イ 才 ソ化Lな い
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